
ブ
ル
ー
ノ
・
シ
ュ
ル
ツ
と
の
出
会
い

加
藤 

有
子

　

私
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
研
究
は
ブ
ル
ー
ノ
・
シ
ュ
ル
ツ
と
の
出
会
い
に
始
ま
る
。
修
士
論

文
の
テ
ー
マ
を
決
め
か
ね
て
い
た
こ
ろ
、
大
学
生
協
の
書
籍
部
に
平
積
み
に
さ
れ
た

﹃
ブ
ル
ー
ノ
・
シ
ュ
ル
ツ
全
集
』
に
目
を
留
め
た
。
函
入
り
の
立
派
な
装
丁
の
二
巻
組

で
、
値
段
も
一
万
五
千
円
を
越
え
た
。
最
初
は
図
書
館
か
ら
借
り
て
読
ん
だ
の
だ
ろ

う
。
頁
を
繰
る
と
、
知
っ
て
い
る
風
景
、
記
憶
し
て
い
る
像
が
そ
こ
に
あ
っ
た
。
目

の
眩
む
ほ
ど
の
八
月
の
陽
光
、
炎
暑
と
ひ
ん
や
り
し
た
日
陰
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
、
漆

黒
の
夏
の
夜
の
空
、
冬
の
室
内
に
充
満
す
る
熱
い
空
気
、
疾
風
吹
き
抜
け
る
冬
の
ま

だ
暗
い
な
か
の
朝
の
会
話
。
精
確
に
は
自
分
の
知
っ
て
い
る
像
や
風
景
で
は
な
か
っ

た
。
自
分
の
知
っ
て
い
る
感
受
体
験
、
感
受
の
方
法
と
過
程
を
す
で
に
誰
か
が
小
説

と
い
う
メ
デ
ィ
ア
で
再
現
し
て
い
た
。
旧
オ
ー
ス
ト
リ
ア
領
ガ
リ
ツ
ィ
ア
地
方
、
当

時
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
領
だ
っ
た
ド
ロ
ホ
ビ
チ
︵
現
ウ
ク
ラ
イ
ナ
︶
と
い
う
土
地
で
。

　

ブ
ル
ー
ノ
・
シ
ュ
ル
ツ
と
い
う
名
前
に
出
会
う
の
は
こ
れ
が
二
度
目
だ
っ
た
。
大

学
一
年
の
冬
、
も
う
暗
く
な
っ
た
五
限
の
大
教
室
の
授
業
で
、
ク
エ
イ
兄
弟
の
人
形

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
フ
ィ
ル
ム
﹁
ス
ト
リ
ー
ト
・
オ
ブ
・
ク
ロ
コ
ダ
イ
ル
﹂
を
見
て
衝

撃
を
受
け
た
。
コ
ピ
ー
で
配
布
さ
れ
た
Ｖ
Ｈ
Ｓ
の
タ
イ
ト
ル
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
は
小
さ

な
文
字
で
原
作
ブ
ル
ー
ノ
・
シ
ュ
ル
ツ
﹁
大
鰐
通
り
﹂
と
あ
る
。
図
書
館
の
検
索
シ

ス
テ
ム
で
い
く
ら
探
し
て
も
見
つ
か
ら
な
い
。
工
藤
幸
雄
に
よ
る
日
本
語
訳
は
一
九

六
七
年
に
は
出
て
い
た
が
、
文
学
全
集
に
収
録
さ
れ
て
い
た
た
め
、
フ
ル
ネ
ー
ム
の

著
者
名
で
は
ヒ
ッ
ト
し
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。﹁
大
鰐
通
り
﹂
も
短
編
の
タ
イ
ト
ル
で

あ
り
、
書
名
検
索
で
は
出
て
こ
な
い
︵
英
語
版
の
シ
ュ
ル
ツ
の
短
編
集
は
﹃
大
鰐
通

り
』Street of Crocodiles

を
タ
イ
ト
ル
に
、
こ
の
名
で
知
ら
れ
る
︶。
数
年
の
時
を
経

て
、
思
い
が
け
ず
ブ
ル
ー
ノ
・
シ
ュ
ル
ツ
が
像
を
結
ん
だ
。
シ
ュ
ル
ツ
研
究
の
た
め

に
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
を
始
め
、
博
士
課
程
進
学
後
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
留
学
し
、
本
格
的

な
研
究
が
始
ま
っ
た
。

　

ブ
ル
ー
ノ
・
シ
ュ
ル
ツ
︵
一
八
九
二
︱
一
九
四
二
︶
は
一
九
三
〇
年
代
に
二
冊
の

短
編
集
﹃
肉
桂
色
の
店
』︵
一
九
三
三
︶、﹃
砂
時
計
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
』︵
一
九
三
七
︶

を
出
し
た
ユ
ダ
ヤ
系
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
作
家
で
あ
る
。
短
編
は
生
地
ド
ロ
ホ
ビ
チ
と
思

し
き
小
都
市
を
舞
台
に
、
一
人
称
単
数
の
語
り
手
で
あ
る
少
年
ユ
ー
ゼ
フ
と
布
地
商

を
営
む
父
ヤ
ク
ブ
の
物
語
が
、
明
確
な
プ
ロ
ッ
ト
な
し
に
奇
想
天
外
に
展
開
す
る
。

言
語
は
濃
密
な
う
ね
り
と
な
っ
て
枝
葉
を
広
げ
、
一
語
の
無
駄
も
な
く
緊
密
に
関
連

し
て
メ
タ
フ
ァ
ー
を
織
り
な
す
。
子
供
の
視
点
が
と
ら
え
た
情
景
が
色
彩
は
も
ち
ろ

ん
、
湿
度
や
空
気
の
揺
ら
ぎ
、
触
感
、
音
、
匂
い
で
複
層
的
に
圧
倒
的
強
度
で
立
ち

上
が
る
。
外
の
世
界
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
家
と
い
う
閉
じ
た
空
間
が
無
限
の
小
宇
宙

に
変
換
さ
れ
て
広
が
る
。

　

シ
ュ
ル
ツ
と
そ
の
小
説
に
重
要
な
意
味
を
持
つ
の
が
幼
年
時
代
だ
。﹁
決
定
的
な
意

味
を
持
つ
あ
る
種
の
諸
イ
メ
ー
ジ
に
、
幼
年
期
の
わ
た
し
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
し
て

た
ど
り
着
く
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
こ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ
が
溶
液
の
中
に
浸
さ
れ
た

細
い
糸
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
、
自
分
に
と
っ
て
の
世
界
の
意
味
は
そ
の
糸
の
周

り
に
結
晶
し
て
い
く
。﹂﹁
わ
た
し
の
考
え
る
芸
術
と
は
後
退
、
回
帰
す
る
幼
年
時
代

だ
。︵
⋮
⋮
︶
わ
た
し
の
理
想
は
幼
年
時
代
に
向
か
っ
て
﹃
成
熟
』
す
る
こ
と
﹂。
同

い
年
の
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
に
も
ど
こ
か
共
通
す
る
幼
年
期
の
記
憶
と
感
受
を
核
と
す
る
短
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巻頭エッセイ

編
は
、
地
域
や
時
代
を
超
え
て
人
の
記
憶
の
髄
を
震
わ
せ
る
。
二
十
世
紀
初
頭
の
ど

の
芸
術
潮
流
に
も
還
元
さ
れ
ず
、
単
な
る
不
条
理
や
幻
想
小
説
に
も
く
く
り
き
れ
な

い
シ
ュ
ル
ツ
の
作
品
は
、
す
で
に
四
十
ほ
ど
の
言
語
に
訳
さ
れ
、﹁
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
﹂

と
い
う
限
定
詞
な
し
に
世
界
の
二
十
世
紀
文
学
に
確
固
た
る
位
置
を
占
め
る
。
ク
エ

イ
兄
弟
を
筆
頭
に
映
画
化
、
演
劇
化
も
多
く
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
の
ダ
ニ
ロ
・
キ

シ
ュ
や
現
代
ア
メ
リ
カ
の
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
ミ
ル
ハ
ウ
ザ
ー
の
よ
う
な
作
家
に
も
影

響
を
与
え
た
。
チ
ェ
コ
の
作
家
ボ
フ
ミ
ル
・
フ
ラ
バ
ル
も
シ
ュ
ル
ツ
の
フ
ァ
ン
で
あ

る
こ
と
を
公
言
し
て
い
た
。

　

シ
ュ
ル
ツ
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
文
学
と
い
う
一
つ
の
領
域
に
と
ど
ま
ら
な
い
広
が
り
を

持
つ
。
シ
ュ
ル
ツ
か
ら
の
ち
の
研
究
テ
ー
マ
が
複
数
枝
分
か
れ
し
て
い
く
。

　

第
一
に
、
作
家
で
あ
り
画
家
で
あ
っ
た
。
作
家
デ
ビ
ュ
ー
に
先
立
つ
一
九
二
〇
年
代

に
は
画
家
と
し
て
も
活
動
し
、
マ
ゾ
ヒ
ス
ト
さ
な
が
ら
の
身
振
り
で
女
性
を
偶
像
化

し
崇
拝
す
る
男
た
ち
を
主
題
に
ク
リ
シ
ェ
＝
ヴ
ェ
ー
ル
の
連
作
﹃
偶
像
賛
美
の
書
』
を

ま
と
め
た
。
十
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
バ
ル
ビ
ゾ
ン
派
に
知
ら
れ
る
ク
リ
シ
ェ
＝
ヴ
ェ
ー

ル
︵
ガ
ラ
ス
版
画
と
も
訳
さ
れ
て
き
た
︶
と
い
う
稀
な
技
法
が
二
十
世
紀
初
頭
の
東
欧

の
辺
境
に
現
れ
た
点
で
も
注
目
さ
れ
る
。
版
画
と
写
真
の
中
間
的
技
術
で
あ
る
ク
リ

シ
ェ
＝
ヴ
ェ
ー
ル
に
よ
る
﹁
描
く
／
掻
く
﹂
書
で
あ
る
こ
と
が
私
の
研
究
の
な
か
で
重

要
な
意
味
を
持
っ
て
い
く
。
二
冊
目
の
短
編
集
に
は
自
身
で
描
い
た
挿
絵
を
入
れ
た
。

　

従
来
、
シ
ュ
ル
ツ
は
小
説
家
と
し
て
評
価
さ
れ
、
画
業
は
マ
ゾ
ヒ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な

モ
チ
ー
フ
を
中
心
に
、
小
説
と
の
モ
チ
ー
フ
の
類
似
や
作
家
の
性
格
を
推
測
す
る
う

え
で
参
照
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
残
さ
れ
た
短
編
は
お
よ
そ
十
年
ほ
ど
の
短
い

期
間
に
書
か
れ
、
形
式
も
舞
台
も
登
場
人
物
も
似
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
短
編
の
時

系
列
的
な
展
開
を
見
る
こ
と
も
、
ジ
ャ
ン
ル
横
断
的
に
画
業
も
含
め
て
と
ら
え
る
視

点
も
欠
け
て
い
た
。
単
著
﹃
ブ
ル
ー
ノ
・
シ
ュ
ル
ツ
︱
目
か
ら
手
へ
』︵
水
声
社
︶

に
ま
と
め
た
博
士
論
文
は
、
シ
ュ
ル
ツ
の
絵
画
と
文
学
を
有
機
的
な
発
展
系
と
し
て

と
ら
え
る
初
の
試
み
だ
っ
た
。

　

シ
ュ
ル
ツ
と
い
う
対
象
が
関
心
を
引
い
た
の
は
、
第
二
に
そ
の
伝
記
的
背
景
で
あ

る
。
ユ
ダ
ヤ
系
だ
っ
た
シ
ュ
ル
ツ
は
一
九
四
二
年
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
占
領
下
に

入
っ
た
生
地
ド
ロ
ホ
ビ
チ
の
ゲ
ッ
ト
ー
の
路
上
で
Ｓ
Ｓ
将
校
に
射
殺
さ
れ
た
。
私
は

卒
業
論
文
で
、
ク
ロ
ー
ド
・
ラ
ン
ズ
マ
ン
監
督
の
九
時
間
半
の
証
言
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
映
画
﹃
シ
ョ
ア
』︵
一
九
八
五
︶
を
扱
い
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
表
象
の
問
題
を
論
じ

た
。
日
本
で
は
戦
後
五
十
年
に
あ
た
る
一
九
九
五
年
に
公
開
さ
れ
、
当
時
、
実
名
の

証
言
者=

被
害
者
が
現
れ
て
忘
却
か
ら
呼
び
戻
さ
れ
た
﹁
従
軍
慰
安
婦
﹂
問
題
と
も

リ
ン
ク
し
て
、
学
術
的
、
社
会
的
に
大
き
な
議
論
を
呼
ん
だ
映
画
で
あ
る
。
こ
の
映

画
は
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
陰
で
忘
れ
ら
れ
か
け
て
い
た
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
地
に
作

ら
れ
た
そ
の
他
の
ナ
チ
ス
の
絶
滅
収
容
所
を
忘
却
か
ら
救
い
だ
し
た
。
東
欧
ユ
ダ
ヤ

人
、
記
憶
と
芸
術
は
大
学
院
進
学
時
か
ら
の
漠
然
と
し
た
研
究
対
象
で
あ
り
、
何
を

材
料
に
論
じ
る
か
が
決
め
き
れ
ず
に
い
た
と
き
に
出
会
っ
た
の
が
シ
ュ
ル
ツ
で
あ
っ

た
。
東
欧
の
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
り
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
の
犠
牲
者
で
も
あ
る
シ
ュ
ル
ツ
は

そ
の
伝
記
的
面
か
ら
も
関
心
を
引
い
た
。

　

第
三
に
、
そ
の
文
化
的
混
交
性
で
あ
る
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
文
学
史
に
名
を
残
す
シ
ュ

ル
ツ
が
生
ま
れ
た
と
き
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
三
国
分
割
下
に
あ
り
、
地
図
上
に
は
な
か
っ

た
。
生
地
ド
ロ
ホ
ビ
チ
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
領
に
あ
り
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
が
ポ
ー
ラ
ン
ド

か
ら
獲
得
し
た
北
東
の
辺
境
地
帯
ガ
リ
ツ
ィ
ア
地
方
に
属
し
た
。
同
化
ユ
ダ
ヤ
人
の

布
地
商
の
家
に
生
ま
れ
た
シ
ュ
ル
ツ
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
と
ド
イ
ツ
語
を
話
し
、
東
欧

ユ
ダ
ヤ
人
の
民
衆
言
語
で
あ
る
イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
語
は
知
ら
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
。
執

筆
言
語
も
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
だ
っ
た
。
第
一
次
世
界
大
戦
後
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
領
に
入
っ

た
ド
ロ
ホ
ビ
チ
で
、
地
元
の
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
に
美
術
教
師
と
し
て
勤
務
し
な
が
ら
執

筆
し
た
。
現
在
の
国
境
線
に
基
づ
く
国
や
言
語
、
民
族
と
い
っ
た
単
一
の
枠
で
は
と

ら
え
ら
れ
な
い
文
化
的
背
景
を
持
つ
作
家
な
の
で
あ
る
。

　

私
が
学
部
時
代
を
過
ご
し
た
美
学
芸
術
学
専
攻
、
と
り
わ
け
大
学
院
時
代
の
表
象

文
化
論
専
攻
で
は
、
領
域
や
芸
術
ジ
ャ
ン
ル
、
記
述
言
語
に
よ
っ
て
限
定
さ
れ
な
い

視
野
が
要
請
さ
れ
た
。
シ
ュ
ル
ツ
を
は
じ
め
、
そ
の
周
辺
の
テ
ー
マ
は
国
や
言
語
や

ジ
ャ
ン
ル
と
い
う
枠
を
超
え
、
領
域
横
断
的
な
視
点
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
で
、

こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
見
え
方
を
す
る
と
思
わ
れ
る
も
の
ば
か
り
だ
っ
た
。

　

シ
ュ
ル
ツ
の
生
き
た
、
リ
ヴ
ィ
ウ
︵
ド
イ
ツ
語
で
レ
ン
ベ
ル
ク
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
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で
ル
ヴ
フ
︶
を
中
心
と
す
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
境
地
帯
は
歴
史
的
に
ガ

リ
ツ
ィ
ア
と
呼
ば
れ
、
第
二
次
世
界
大
戦
ま
で
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
、

ユ
ダ
ヤ
人
を
主
た
る
構
成
員
と
し
た
文
化
的
、
言
語
的
、
宗
教
的
な
混
交
地
帯
と
し

て
知
ら
れ
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
中
、
ソ
連
と
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
に
占
領
さ
れ
︵
こ

の
と
き
シ
ュ
ル
ツ
は
殺
害
さ
れ
︶、
戦
後
は
国
境
変
動
に
よ
り
東
側
は
ソ
連
ウ
ク
ラ
イ

ナ
領
と
な
っ
た
。
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
や
戦
後
の
強
制
的
人
口
移
動
に
よ
っ
て
、
ポ
ー
ラ

ン
ド
人
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
領
に
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
領
に
移
さ
れ
、
一
帯

の
宗
教
施
設
は
荒
廃
し
、
か
つ
て
の
文
化
的
混
交
性
は
消
え
た
。

　

研
究
を
進
め
る
う
ち
に
、
両
大
戦
間
期
に
シ
ュ
ル
ツ
の
知
人
た
ち
が
中
心
と
な
っ

て
、
東
と
西
の
は
ざ
ま
の
多
文
化
地
帯
な
ら
で
は
の
前
衛
芸
術
を
辺
境
の
ガ
リ
ツ
ィ

ア
で
作
り
出
そ
う
と
い
う
美
術
や
イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
文
学
の
ジ
ャ
ン
ル
横
断
的
動
き
が

あ
っ
た
こ
と
が
見
え
て
き
た
。
し
か
し
、
戦
後
に
国
境
で
分
断
さ
れ
た
同
地
の
動
き

は
、
国
や
言
語
、
ジ
ャ
ン
ル
別
の
研
究
の
な
か
で
そ
の
総
体
が
と
ら
え
ら
れ
ず
に
い

た
。

　

一
方
、
ソ
連
崩
壊
と
東
欧
の
体
制
転
換
、
Ｅ
Ｕ
の
東
方
拡
大
の
流
れ
の
な
か
で
、

ソ
連
型
社
会
主
義
国
と
同
義
に
使
わ
れ
た
﹁
東
欧
﹂
と
い
う
枠
を
取
り
外
し
、
同
地

域
の
文
化
的
共
通
性
を
﹁
中
欧
﹂
と
い
う
枠
組
み
で
捉
え
な
お
す
研
究
が
盛
ん
に
な

る
。
そ
う
し
た
﹁
中
欧
﹂
モ
ダ
ニ
ズ
ム
再
考
の
流
れ
で
も
依
然
と
し
て
見
落
と
さ
れ

て
き
た
の
が
、
リ
ヴ
ィ
ウ
を
中
心
と
す
る
ガ
リ
ツ
ィ
ア
で
あ
っ
た
。
リ
ヴ
ィ
ウ
と
い

う
都
市
に
起
き
た
前
衛
的
運
動
を
世
界
的
視
野
で
捉
え
な
お
す
こ
と
で
、﹁
中
欧
﹂
の

文
化
地
図
を
再
考
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
の
が
私
の
現
在
の
研
究
テ
ー
マ

の
一
つ
で
あ
る
。

　

す
で
に
主
流
に
あ
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
に
よ
っ
て
見
え
な
く
な
っ
て
い
る
辺

境
的
な
も
の
に
こ
そ
面
白
み
を
感
じ
る
。

　

博
士
課
程
進
学
後
、
初
め
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
留
学
し
た
二
〇
〇
〇
年
は
、
東
欧
の

体
制
転
換
か
ら
十
年
ほ
ど
し
か
経
っ
て
い
な
か
っ
た
。
文
学
や
芸
術
の
価
値
評
価
や

研
究
に
政
治
的
バ
イ
ア
ス
や
制
約
の
あ
る
時
代
が
終
わ
っ
て
か
ら
、
そ
れ
ほ
ど
時
間

が
経
っ
て
い
な
い
。
シ
ュ
ル
ツ
を
は
じ
め
と
す
る
前
衛
文
学
は
戦
後
は
一
時
発
禁
に

な
り
、
研
究
が
本
格
化
す
る
の
は
体
制
転
換
直
前
の
一
九
八
〇
年
代
頃
か
ら
で
あ
る
。

ガ
リ
ツ
ィ
ア
は
ソ
連
が
崩
壊
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
独
立
し
た
一
九
九
〇
年
代
以
降
か

ら
旬
の
研
究
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
た
。
イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
語
文
学
の
本
格
的
研
究
も
始

ま
り
つ
つ
あ
り
、
私
は
ワ
ル
シ
ャ
ワ
で
イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
語
を
学
ん
だ
。
ポ
ー
ラ
ン
ド

人
の
ユ
ダ
ヤ
人
集
団
殺
戮
へ
の
関
与
を
明
か
し
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
加
害
の
面
を
問
う

議
論
の
端
緒
と
な
っ
た
イ
ェ
ド
ヴ
ァ
ブ
ネ
事
件
を
告
発
す
る
ヤ
ン
・
グ
ロ
ス
の
書
物

﹃
隣
人
た
ち
』
の
刊
行
は
二
〇
〇
〇
年
。
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
の
流
れ
を
同
時
代
的
に
追

う
こ
と
が
で
き
た
の
は
幸
い
だ
っ
た
。

　

博
士
論
文
執
筆
の
た
め
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
、
ク
ラ
ク
フ
で
計
四
年
半
を
過
ご
し
た
ポ
ー

ラ
ン
ド
留
学
で
は
、
各
地
の
美
術
館
や
個
人
所
蔵
の
シ
ュ
ル
ツ
の
絵
画
作
品
を
含
め
、

一
次
資
料
、
二
次
資
料
を
徹
底
的
に
探
し
て
読
ん
だ
。
二
〇
一
二
年
頃
ま
で
の
シ
ュ

ル
ツ
研
究
は
ほ
ぼ
す
べ
て
網
羅
し
た
こ
と
は
そ
の
後
も
生
き
て
い
る
。
面
白
い
と
思

う
研
究
の
筆
者
に
は
会
い
に
行
っ
た
。
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
ひ
た
す
ら
回
し
て
雑

誌
や
新
聞
の
全
号
に
目
を
通
す
こ
と
も
歴
史
研
究
の
友
人
か
ら
学
ん
だ
。
調
べ
る
も

の
、
や
る
こ
と
は
尽
き
せ
ず
出
て
き
た
。
学
会
に
報
告
者
と
し
て
参
加
す
る
よ
う
に

な
り
、
あ
る
時
か
ら
次
々
と
扉
が
開
く
よ
う
に
世
界
が
広
が
っ
て
い
っ
た
。
二
〇
一

二
年
か
ら
は
シ
ュ
ル
ツ
の
国
際
誌
﹃
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
シ
ュ
ル
ツ
』
の
企
画
編
集
委
員

に
名
を
連
ね
る
。
十
数
年
と
い
う
時
間
的
塊
を
投
じ
る
こ
と
で
、
一
つ
の
主
題
の
専

門
家
に
な
り
え
た
と
い
う
実
感
が
あ
る
。

　

私
の
世
代
は
博
士
論
文
に
は
十
年
か
け
る
も
の
と
言
わ
れ
て
い
た
。
教
員
や
学
生

の
専
門
領
域
も
ジ
ャ
ン
ル
も
対
象
言
語
も
地
域
も
様
々
な
な
か
で
、
何
を
ど
の
よ
う

に
研
究
す
る
か
、﹁
研
究
﹂
と
一
口
に
呼
ば
れ
る
も
の
が
何
か
を
自
分
な
り
に
あ
る
程

度
定
め
る
ま
で
に
長
い
時
間
が
か
か
っ
た
。
と
り
わ
け
文
学
の
よ
う
に
言
葉
で
書
か

れ
た
も
の
を
論
文
と
い
う
言
語
的
構
築
物
に
再
度
還
元
す
る
こ
と
の
意
味
と
、
そ
れ

を
学
問
と
し
て
成
立
さ
せ
る
要
件
や
方
法
に
つ
い
て
考
え
る
日
々
だ
っ
た
。

　

ジ
ャ
ン
ル
を
限
定
せ
ず
に
広
義
に
芸
術
を
と
ら
え
、
作
品
の
生
成
過
程
や
創
作
の

原
理
、
文
化
的
系
図
の
広
が
り
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
一
次
文
献
、

二
次
文
献
や
周
辺
資
料
を
徹
底
的
に
調
査
し
、
あ
る
い
は
時
間
や
場
所
を
越
え
た
類

56



巻頭エッセイ

似
の
モ
チ
ー
フ
を
見
つ
け
出
し
て
引
き
合
わ
せ
、
大
多
数
に
ほ
ぼ
納
得
の
い
く
推
論

を
立
て
、
論
理
的
に
記
述
す
る
こ
と
を
ひ
と
ま
ず
研
究
の
目
的
、
方
法
と
し
て
設
定

す
る
に
至
っ
た
。
言
語
的
構
築
物
と
し
て
の
論
文
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
可
能
性
に
つ

い
て
も
考
え
た
。

　

シ
ュ
ル
ツ
と
い
う
選
択
は
、
自
身
の
研
究
目
的
に
か
な
う
も
の
を
直
観
的
に
先
取

り
し
た
結
果
と
も
言
え
た
。
旧
約
聖
書
に
現
れ
る
ヤ
ク
ブ
︵
ヤ
コ
ブ
︶
と
ユ
ー
ゼ
フ

︵
ヨ
セ
フ
︶
を
中
心
人
物
に
設
定
し
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
短
編
に
は
古
今
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
文
学
や
美
術
の
周
知
の
モ
チ
ー
フ
が
自
在
に
織
り
込
ま
れ
、
美
術
で
は
制

度
や
規
範
が
部
分
的
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
ず
ら
さ
れ
、
新
し
い
物
語
が
生
み
出
さ
れ

る
。
当
時
、
作
家
が
知
り
え
た
、
読
み
え
た
、
認
識
し
え
た
文
学
と
イ
メ
ー
ジ
を
探

索
し
、
照
合
す
る
こ
と
で
、
読
み
の
可
能
性
が
広
が
る
の
が
シ
ュ
ル
ツ
の
作
品
だ
。

裏
を
返
せ
ば
、
読
み
手
の
知
識
次
第
で
シ
ュ
ル
ツ
と
い
う
プ
リ
ズ
ム
は
発
す
る
光
を

変
え
、
増
し
、
見
た
こ
と
の
な
い
光
線
を
現
す
。
自
身
の
成
長
や
老
い
と
と
も
に
新

し
い
面
を
見
せ
る
シ
ュ
ル
ツ
の
作
品
と
は
、
一
生
つ
き
あ
い
続
け
る
だ
ろ
う
。

　

二
〇
一
六
年
の
夏
、
葉
山
で
開
か
れ
た
ク
エ
イ
兄
弟
の
展
覧
会
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
、

ク
エ
イ
兄
弟
に
会
う
こ
と
が
で
き
た
。
シ
ュ
ル
ツ
の
こ
と
、
紹
介
し
て
く
れ
た
ポ
ー

ラ
ン
ド
の
共
通
の
知
人
の
こ
と
、
シ
ュ
ル
ツ
の
日
本
語
訳
者
工
藤
幸
雄
氏
の
こ
と
。

話
は
尽
き
ず
、
帰
国
後
も
メ
ー
ル
で
あ
れ
や
こ
れ
や
シ
ュ
ル
ツ
を
め
ぐ
る
長
い
メ
ー

ル
を
や
り
取
り
し
た
︵
一
卵
性
双
生
児
の
二
人
の
メ
ー
ル
は
二
つ
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
全
く
異
な
る
文
体
で
届
く
の
だ
が
、
ど
れ
も
複
数
形
の
Ｑ
Ｑ
ｓ
や

双
子
と
サ
イ
ン
さ
れ
て
い
た
︶。
シ
ュ
ル
ツ
を
共
通
項
に
思
わ
ぬ
と
こ
ろ
で
、
世
界
中

に
知
り
合
い
の
輪
が
広
が
っ
て
い
く
経
験
が
続
い
て
い
る
。
二
〇
〇
四
年
か
ら
は
二

年
に
一
度
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ド
ロ
ホ
ビ
チ
で
国
際
シ
ュ
ル
ツ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が

ま
さ
に
祝
祭
的
に
開
か
れ
て
い
る
。
シ
ュ
ル
ツ
は
人
を
つ
な
ぐ
、
と
い
う
の
は
シ
ュ

ル
ツ
に
携
わ
る
ひ
と
び
と
が
交
わ
す
決
ま
り
文
句
だ
。

　

二
〇
一
六
年
九
月
か
ら
一
年
間
、
海
外
共
同
研
究
の
研
究
費
を
得
て
、
再
度
ワ
ル

シ
ャ
ワ
に
研
究
滞
在
し
て
い
る
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
卒
業
論
文
以
来
の
ホ
ロ
コ
ー
ス

ト
で
あ
り
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
文
学
、
美
術
、
公
共
空
間
に
お
け
る
そ
の
記
憶
の
か
た

ち
の
変
容
を
ジ
ャ
ン
ル
横
断
的
に
追
う
も
の
だ
。
最
初
の
留
学
か
ら
十
五
年
ほ
ど
の

観
察
を
経
て
、
一
通
り
の
流
れ
が
見
え
て
き
て
、
今
が
こ
の
テ
ー
マ
に
着
手
す
る
タ

イ
ミ
ン
グ
と
思
え
た
。
所
属
先
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
文
学
研
究
所
に
は

ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
研
究
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、
社
会
学
、
歴
史
学
、
文
学
、
美
術
等
さ
ま

ざ
ま
な
領
域
か
ら
の
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
研
究
者
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
入
る
こ
と
で
、
新
し
い
人
に
知
り
合
う
緊
張
感
と
楽
し
み
が
あ
る
。

何
よ
り
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
文
学
の
具
体
的
タ
イ
ト
ル
を
あ
げ
て
細
部
ま
で
語
り
、
そ
れ

に
対
し
て
反
応
と
示
唆
が
得
ら
れ
る
こ
と
に
高
揚
す
る
。
当
初
の
ア
イ
デ
ィ
ア
も
よ

り
具
体
化
し
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
・
ゲ
ッ
ト
ー
と
い
う
ト
ポ
ス
と
写
真
と
文
学
を
中
心
に

研
究
を
始
め
つ
つ
あ
る
。

　

共
同
研
究
者
が
私
に
好
奇
心
か
ら
尋
ね
た
の
は
、
日
本
に
お
け
る
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト

の
受
容
、
日
本
に
お
け
る
戦
争
の
記
憶
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
会
話
に
背
中
を
お
さ

れ
、
日
本
に
お
け
る
戦
争
の
記
憶
と
の
比
較
と
い
う
ま
だ
先
と
思
っ
た
テ
ー
マ
に
も

着
手
し
て
い
る
。
周
囲
の
研
究
者
は
次
々
読
み
こ
な
し
、
ど
し
ど
し
書
く
。
社
会
で

起
き
て
い
る
こ
と
に
も
敏
感
に
発
言
し
て
い
く
。
街
で
は
一
般
に
開
か
れ
た
ト
ー
ク

イ
ベ
ン
ト
や
映
画
上
映
の
企
画
が
毎
週
の
よ
う
に
あ
ち
こ
ち
で
開
か
れ
る
。
研
究
の

パ
ワ
ー
や
リ
ズ
ム
を
感
じ
ら
れ
る
心
地
よ
い
大
き
さ
の
ワ
ル
シ
ャ
ワ
に
過
ご
す
日
々

を
大
事
に
し
た
い
。

　

在
外
研
究
は
自
分
の
普
段
の
場
所
を
改
め
て
外
か
ら
見
つ
め
な
お
す
機
会
で
も
あ

る
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
は
女
性
の
研
究
者
、
教
授
、
ト
ッ
プ
が
当
た
り
前
に
い
る
。﹁
女

性
﹂
と
い
う
限
定
詞
な
し
に
知
性
や
イ
ニ
シ
ア
チ
ヴ
を
当
た
り
前
に
発
揮
す
る
場
が

あ
り
、
当
た
り
前
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
。
博
士
課
程
進
学
後
す
ぐ
に
目
に
し
た
こ
の

光
景
は
、
そ
の
後
の
研
究
の
姿
勢
の
支
え
に
も
な
っ
た
。
日
本
で
は
リ
ベ
ラ
ル
で
あ

ろ
う
大
学
で
さ
え
、
女
性
の
教
授
は
圧
倒
的
に
少
な
く
、
モ
デ
ル
が
少
な
い
。
女
性

を
﹁
副
﹂
に
置
い
て
よ
し
と
す
る
﹁
女
性
の
登
用
﹂︵
登
用
す
る
主
体
は
誰
か
？
︶
で

は
な
く
、﹁
紅
一
点
﹂
や
﹁
場
の
華
﹂
と
い
う
︵
男
性
が
多
数
者
ゆ
え
の
︶
社
会
の
発

想
を
超
え
て
、
男
も
女
も
な
く
当
た
り
前
に
能
力
を
全
開
に
し
て
相
応
の
ポ
ス
ト
を

得
て
、
当
た
り
前
に
振
る
舞
う
光
景
は
間
も
な
く
日
本
に
も
定
着
す
る
だ
ろ
う
か
。

 

︵
か
と
う　

あ
り
こ
︶

57


